
幼 成 幼 成 幼 成 幼 成 幼 成 幼 成 幼 成 幼 成 幼 成 幼 成
下司 1 2 2 1
北山 4 1 1 1 1

尾崎園出 3 1 3
生田 8 9 2 4 1 5 3 6
宮前 3 2 1 1 1
小田 13 18 2 4 18 4 2
中持 5 3 9 4 1 1
楠本 16 6 2 7 1 3 5 3 1 5
木曽上 4 1 1 2 1
広石中 1 2
都志 3 1 6
下堺 1 1 1
新村 8
由良 3 24 8 4
下内善 1 1 10 6 2 9 5
中川原 1 1 1 2 1 2 1

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.0 3.4 2.6 1.1 1.6 0.0 0.0 0.2 0.3 0.0 0.1 3.4 2.8 1.0 1.2 0.1 0.0 0.0 1.1 0.5 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 56.3 43.8 37.5 50.0 0.0 0.0 18.8 18.8 0.0 6.3 62.5 56.3 25.0 37.5 6.3 0.0 0.0 37.5 18.8 0.0 0.0 0.0

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.5 0.1 0.4 0.0 0.0 0.0 0.1 1.6 1.5 0.9 1.3 0.2 0.0 0.0 0.2 0.1
6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 18.8 6.3 31.3 0.0 0.0 0.0 6.3 18.8 25.0 18.8 56.3 12.5 0.0 0.0 12.5 6.3
0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.9 4.9 3.5 0.0 0.0 1.0 1.4 2.6 4.4 1.6 9.1 1.8 0.0 0.0 1.4 0.3
18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 37.5 43.8 87.5 0.0 0.0 12.5 25.0 50.0 31.3 31.3 56.3 37.5 0.0 0.0 31.3 12.5
2.1 0.0 0.3 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.7 0.4 0.3 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.8 0.5 0.8 0.6 0.0 0.0 1.3 0.4
25.0 0.0 6.3 0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 6.3 18.8 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 31.3 31.3 31.3 37.5 0.0 0.0 31.3 18.8

4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 1.9 0.9 0.5 0.0 0.1 0.3 0.4 0.0 0.1 0.3 2.9 1.4 3.0 0.4 0.0 0.0 1.8 0.7
50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.8 37.5 31.3 25.0 0.0 6.3 25.0 25.0 0.0 12.5 18.8 81.3 31.3 56.3 25.0 0.0 0.0 62.5 18.8

◎結果と考察
1 ヒメトビウンカが管内北部で増加傾向にある。
2 セジロウンカは少ないが、散見される。
3 イネツトムシ、コブノメイガ、フタオビコヤが僅かに発生があり、箱粒剤の効果が切れ始めたことによるものと考えられる。
4 カメムシ類が多くの地区で見られ、特に由良地区で多いことが確認される。そのため、出穂期に向けて注意が必要である。

◎対　策
1 病害虫防除においてはカメムシ類が増加傾向にあるため防除を行う。

令和6年同時期調査結果

令和5年同時期調査結果

令和4年同時期調査結果

令和3年同時期調査結果

令和8年度　水稲病害虫発生予察調査報告野帳集計

班 地域

25株発生株数調査

いもち病
穂いもち
病

本田　10回（5回往復）振りすくい取り調査
20回振

10株払い落とし調査
発生株数 頭数 頭数

ツマグロヨコバイ フタオビコヤガ
カメムシ紋枯病

ニカメイチュ
ウ

イネミズゾ
ウムシ

イネツトムシ コブノメイガ
フタオビコヤ

ガ
ヒメトビウンカ セジロウンカ トビイロウンカ ツマグロヨコバイ フタオビコヤガ

発生地点率 0.0

ヒメトビウンカ セジロウンカ トビイロウンカ

実施調査日 2026/8/3

令和7年同時期調査結果

カメムシ

1

2

3

4

平均株数 0.0


